
ポート管理

この章は、次の項で構成されています。

•ポート設定（1ページ）
•エラー回復設定（5ページ）
•ループバック検出設定（6ページ）
•リンク集約（7ページ）
• UDLD（11ページ）
• PoE（14ページ）
•グリーンイーサネット（20ページ）

ポート設定
[Port Settings]ページには、グローバルおよびポートごとにすべてのポートの設定が表示されま
す。このページでポートを選択し、[Edit Port Settings]ページでそのポートを設定できます。

ポート設定を設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Port Management] > [Port Settings]をクリックします。

すべてのポートのポート設定が表示されます。

ステップ 2 次のオプションを設定します。

• [Link Flap Prevention]：選択すると、ネットワークの中断を最小限に抑えます。このコマンドを有効に
すると（デフォルト）、自動的にリンクフラップイベントが発生したポートを無効化します。

• [Jumbo Frames]：サイズが 9 KBまでのパケットをサポートする場合にオンにします。[Jumbo Frames]
が有効になっていない場合（デフォルト）、サポートされる最大パケットサイズは2,000バイトです。
9KBを超えるパケットを受信すると、受信ポートがシャットダウンする可能性があります。また、10
KBを超えるパケットを送信すると、受信側のポートのシャットダウンが発生する可能性があります。
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ジャンボフレームを有効にするには、この機能を有効化した後、デバイスをリブートする必要があり

ます。

ステップ 3 [Apply]をクリックして、グローバル設定を更新します。

ジャンボフレーム設定の変更内容は、ファイル操作で実行コンフィギュレーションをスタートアップコン

フィギュレーションファイルに明示的に保存し、デバイスを再起動して初めて反映されます。

ステップ 4 ポート設定を更新するには、目的のポートを選択して、[Edit]をクリックします。

ステップ 5 次のパラメータを変更します。

ポート番号を選択します。Interface

ポートのユーザー定義名またはコメントを入力します。

（注）

[Interface]と [Port Description]は、メインページの [ポート]列に表示されま
す。

Port Description

ポートタイプと速度が表示されます。オプションは次のいずれかです。

• [Copper Ports]：コンボではなく、通常のポートは、10M、100M、1000M、
2500M（タイプ：銅）、10Gの各値をサポートします。

• [Combo Ports]：銅 CAT6aケーブルまたは SFPファイバギガビットイン
ターフェイスのいずれかで接続されたコンボポート。

• [10G-Fiber Optics]：伝送速度が 1Gまたは 10Gのポート。

Port Type

デバイスの再起動時にポートを [Up]状態にするか、[Down]状態にするかを選
択します。これは、[Apply]ボタンをクリックした後にも発生します。そのた
め、再起動後のポートに加えて選択して [Apply]をクリックすると、ポートは
アップまたはダウンになります。

Administrative Status

ポートが現在 [Up]状態なのか、[Down]状態なのかが表示されます。ポートが
エラーが原因でダウンしている場合、そのエラーの説明が表示されます。

Operational Status

ポートのリンクステータスへの変更を通知するSNMPトラップの生成を有効に
する場合に選択します。

Link Status SNMP Traps

ポートを [UP]状態にする時間範囲を有効にする場合に選択します。時間範囲
がアクティブでない場合、ポートはシャットダウン中です。時間範囲が設定さ

れている場合、時間範囲は、ポートが管理上 [Up]の状態である場合にのみ有
効です。

Time Range

時間範囲を指定するプロファイルを選択します。OOBポートとは無関係です。
時間範囲がまだ定義されていない場合は、[Edit]をクリックします。

Time Range Name

[Range State]：時間範囲が現在アクティブか非アクティブかが表示されます。Operational Time Range
State
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ポートで自動ネゴシエーションを有効にする場合に選択します。自動ネゴシ

エーションにより、ポートはその伝送速度、デュプレックスモードを、ポート

リンクパートナーにアドバタイズできます。

Auto Negotiation

ポートの現在の自動ネゴシエーションステータスが表示されます。Operational Auto
Negotiation

ポートの速度を選択します。ポートのタイプによって使用可能な速度が決まり

ます。ポートの自動ネゴシエーションが無効な場合にのみ、管理速度を指定で

きます。

Administrative Port Speed

ネゴシエーションの結果である現在のポート速度が表示されます。Operational Port Speed

以下のいずれかのオプションを選択します。

• [Full]：インターフェイスがスイッチとクライアント間で同時に両方向に
データを送信できるようにします。

• [Half]：インターフェイスがスイッチとクライアント間で一度に一方向に
データを送信できるようにします。

Administrative Duplex
Mode

ポートの現在のデュプレックスモードが表示されます。Operational Duplex Mode

自動ネゴシエーションが有効な場合に、アドバタイズされる機能を選択しま

す。

（注）

すべてのオプションがすべてのデバイスに関係するわけではありません。

次のオプションがあります。

• [Max Capability]：すべてのポート速度と両方のデュプレックスモード。

• [10 Half]：10 Mbpsの速度で半二重モード（XGデバイスでは表示されま
せん）

• [10 Full]：10 Mbpsの速度で全二重モード（XGデバイスでは表示されま
せん）

• [100 Half]：100 Mbpsの速度で半二重モード（XGデバイスでは表示され
ません）

• [1000 Full]：1000 Mbpsの速度で全二重モード

• [2500 Full]：2500 Mbpsの速度で全二重モード

• [5000 Full]：5000 Mbpsの速度で全二重モード

• [10000 Full]：10000 Mbpsの速度で全二重モード

Auto Advertisement
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ポートのネイバーに現在にパブリッシュされている機能が表示されます。

[AdministrativeAdvertisement]フィールドで指定されたオプションを使用できま
す。

Operational Advertisement

自動ネゴシエーションが有効になっている場合のみ使用できます。自動ネゴシ

エーション操作のための、インターフェイスのアクティブメンバーモードを選

択します。次のオプションのいずれかを選択します。

• [Slave]：デバイスポートが自動ネゴシエーションプロセスにおいてメン
バーである設定を使用して、ネゴシエーションを開始します。

• [Master]：デバイスポートが自動ネゴシエーションプロセスにおいてアク
ティブである設定を使用して、ネゴシエーションを開始します。

Preference Mode

ネイバーデバイスによってアドバタイズされた機能が表示されます。Neighbor Advertisement

ポートの [Back Pressure]モード（半二重モードで使用）を選択して、デバイス
が輻輳したときのパケット受信速度を遅くします。このオプションを選択する

と、信号の妨害によりリモートポートからのパケットの送信が阻止され、リ

モートポートが無効になります。

Back Pressure

ポートで802.3xフロー制御を有効化または無効化します（全二重モードの場合
のみ）。

Flow Control

次のオプションがあります。

• [MDIX]：ポートの送受信ペアのスワップを選択します。

• [MDI]：ストレートケーブルを使用してこのデバイスをステーションに接
続する場合に選択します。

• [Auto]：他のデバイスとの接続において正しいピン割り当てが自動検出さ
れるようにこのデバイスを設定する場合に選択します。

[MDI/MDIX]：ポートの
MDIX-Media Dependent
Interface（MDI）/Media
Dependent Interface with
Crossover（MDIX）ステー
タス。

現在のMDI/MDIX設定が表示されます。Operational MDI/MDIX
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保護ポートにする場合に選択します。（保護ポートはプライベートVLANエッ
ジ（PVE）とも呼ばれます）。保護ポートの機能は次のとおりです。

•保護ポートは、同じ VLANを共有するインターフェイス（イーサネット
ポートと LAG）間のレイヤ 2分離を提供します。

•保護ポートから受信されたパケットは、保護されていない出力ポートのみ
に転送できます。保護ポートのフィルタリングルールは、スヌーピング

アプリケーションなどのソフトウェアによって転送されるパケットにも適

用されます。

•ポート保護は、VLANメンバーシップの対象にはなりません。保護ポート
に接続されたデバイスは、同じVLANのメンバーである場合でも、互いに
通信できません。

•ポートと LAGのいずれも、保護対象または非保護対象として定義できま
す。保護 LAGについては、LAG設定（9ページ）を参照してください。

Protected Port

ポートが LAGのメンバーである場合、LAG番号が表示されます。それ以外の
場合、このフィールドは空白のままです。

Member in LAG

ステップ 6 [Apply]をクリックします。ポート設定は、実行コンフィギュレーションファイルに書き込まれます。

エラー回復設定
[Error Recovery Settings]ページを使用すると、自動回復間隔が経過した後に発生したデバイス
エラーのためにシャットダウンされたポートを、自動的に再アクティブ化できます。

エラー回復設定を指定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Port Management] > [Error Recovery Settings]をクリックします。

ステップ 2 次のフィールドに入力します。

• [Automatic Recovery Interval]：有効にされている場合、ポートがシャットダウンしてから自動エラー回
復までの遅延時間を指定します。

• Automatic ErrDisable Recovery

• [Port Security]：ポートセキュリティ違反のためにポートがシャットダウンした際に自動エラー回
復が有効になるようにするには、このフィールドを選択します。

• [802.1x Single Host Violation]：802.1xによってポートがシャットダウンした際に自動エラー回復が
有効になるようにするには、このフィールドを選択します。
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• [ACL Deny]：選択すると、ACLアクションによる自動エラーリカバリメカニズムが有効になり
ます。

• [STP Loopback Guard]：STPループバックガードによってポートがシャットダウンした際に自動回
復を有効にします。

• [Loopback Detection]：選択すると、ループバック検出によつてポートがシャットダウンされた場
合のエラーリカバリメカニズムが有効になります。

• [StormControl]：選択すると、ストーム制御によってポートがシャットダウンされた場合のエラー
リカバリメカニズムが有効になります。

• [Link Flap Prevention]：選択すると、リンクフラップ防止によってポートがシャットダウンされた
場合のエラーリカバリメカニズムが有効になります。

ステップ 3 [Apply]をクリックして、グローバル設定を更新します。

ポートを手動で再アクティブ化するには、次の手順を実行します。

ステップ 4 [Port Management] > [Error Recovery Settings]をクリックします。

アクティブ化されていないインターフェイスのリストと、その [SuspensionReason]が [Suspended (errDisabled)
Interface Table]に表示されます。

ステップ 5 [Suspension Reason]をフィルタリングするには、理由を選択して [Go]をクリックします。これにより、選
択した理由で中断されたインターフェイスのみがテーブルに表示されます。

ステップ 6 再アクティブ化するインターフェイスを選択します。

ステップ 7 [Reactivate]をクリックします。

ループバック検出設定
ループバック検出は、ループ保護が有効になっているポートからループプロトコルパケット

を送信することにより、ループに対する保護を可能にします。スイッチがループプロトコル

パケットを送信した後、同じパケットを受信した場合、そのパケットを受信したポートをシャッ

トダウンします。

ループバック検出は、STPとは無関係に動作します。ループが検出されると、ループを受信し
たポートがシャットダウン状態になります。トラップが送信され、イベントがログに記録され

ます。ネットワークマネージャは、LBDパケット間の時間間隔を設定する検出間隔を定義で
きます。

LBDを有効にして設定するには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 [Port Management] > [Loopback Detection Settings]をクリックします。

ステップ 2 機能を有効にするには、ループバック検出で [Enable]を選択します。

ステップ 3 [Detection Interval]を入力します。これはLBDパケットの伝送間隔です。（範囲 5～ 60、デフォルト 30）。

ステップ 4 [Apply]をクリックし、実行コンフィギュレーションファイルに設定を保存します。

インターフェイスごとに、[Loopback Detection State]に関する次のフィールドが表示されます。

• [Administrative]：ループバック検出が有効になっています。

• [Operational]：ループバック検出が有効になっていますが、インターフェイスでアクティブになってい
ません。

ステップ 5 フィルタの [Interface Type equals to]フィールドで、ポートまたは LAGで LBDを有効にするかどうかを選
択します。

ステップ 6 LBDを有効にするポートまたは LAGを選択して、[Edit]をクリックします。

ステップ 7 選択したインターフェイスの設定を選択します。次に、選択したポートまたは LAGの [Loopback Detection
Stat]フィールドで [Enable]を選択します。

ステップ 8 [Apply]をクリックし、実行コンフィギュレーションファイルに設定を保存します。

リンク集約
リンク集約は、単一の接続で維持可能な範囲を超えてスループットを向上させるために、複数

のネットワーク接続を並行して結合するさまざまな方法に適用されます。また、いずれかのリ

ンクで障害が発生した場合に冗長性を提供します。

Link Aggregation Control Protocol（LACP）は IEEE仕様（802.3ad）の一部であり、複数のポー
トをバンドルして 1つの論理チャネル（LAG）を形成できます。LAGを形成すると、2つのデ
バイス間での帯域幅を増やし、ポートの柔軟性を高め、リンクの冗長性を提供できます。

次の 2種類の LAGがサポートされています。

• [Static]：LAG内のポートは手動で設定されます。LACPがLAGで無効になっている場合、
LAGは静的になります。静的 LAGに割り当てられたポートのグループは、常にアクティ
ブなメンバーです。LAGを手動で作成した場合、その LAGを編集してメンバーを削除す
るまで、LACPオプションの追加や削除はできません（メンバーは適用前に再追加できま
す）。その後、[LACP]ボタンが編集に使用できるようになります。

• [Dynamic]：LACPが有効になっている場合、LAGは動的に作成されます。動的 LAGに割
り当てられたポートのグループは、メンバー候補のポートです。LACPは、どのメンバー
候補のポートがアクティブなメンバーポートであるかを決定します。非アクティブ候補
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ポートはスタンバイポートになり、アクティブメンバーポートに障害が発生した場合に、

アクティブになります。

この項では、LAGの設定方法について説明します。

LAG管理
Link Aggregation Control Protocol（LACP）は IEEE仕様（802.3ad）の一部であり、複数のポー
トをバンドルして 1つの論理チャネル（LAG）を形成できます。LAGを形成すると、2つのデ
バイス間での帯域幅を増やし、ポートの柔軟性を高め、リンクの冗長性を提供できます。

LAGのロードバランシングアルゴリズムを選択するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Port Management] > [Link Aggregation] > [LAG Management]をクリックします。

ステップ 2 次のロードバランスアルゴリズムのいずれかを選択します。

• [MAC Addres]：すべてのパケットの送信元MACアドレスと宛先MACアドレスに基づいて、負荷分
散を実行します。

• [IP/MAC Address]：IPパケットの IPアドレス、非 IPパケットのMACアドレスに基づいて、ロードバ
ランシングを実行します。

ステップ 3 [Apply]をクリックします。ロードバランシングアルゴリズムは、実行コンフィギュレーションファイル
に保存されます。

LAGのメンバーまたはメンバー候補のポートを定義するには、次の手順に従います。

ステップ 4 設定する LAGを選択して、[Edit]をクリックします。

ステップ 5 次のフィールドに値を入力します。

• [LAG]：LAG番号を選択します。

• [LAG Name]：LAG名またはコメントを入力します。

• [LACP]：選択した LAGで LACPを有効にする場合に選択します。その結果、LAGは動的 LAGにな
ります。このフィールドは、次のフィールドでポートをLAGに移動した後にのみ有効にすることがで
きます。

• [Port List]：[Port List LAGs]に割り当てられているポートを、[LAG Members]に移動します。1つのス
タティック LAGには最大 8個、 1つのダイナミック LAGには最大 16個の候補ポートを追加できま
す。

ステップ 6 [Apply]をクリックします。LAGのメンバーシップは、実行コンフィギュレーションファイルに保存され
ます。
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LAG設定
[LAGSettings]ページには、全LAGの現在の設定に関するテーブルが表示されます。[EditLAG
Settings]ページを起動して、選択した LAGを設定したり、停止中の LAGを再アクティブ化し
たりすることができます。

LAGを設定したり、停止中の LAGを再アクティブ化したりするには、次の手順を実行しま
す。

手順

ステップ 1 [Port Management] > [Link Aggregation] > [LAG Settings] をクリックします。

システム内の LAGが表示されます。

ステップ 2 LAGを選択して [Edit]をクリックします。

ステップ 3 次のフィールドに値を入力します。

説明オプション

LAG ID番号を選択します。LAG

この LAGを構成しているポートのタイプが表示されます。LAG Type

LAG名またはコメントを入力します。Description

選択したLAGをアクティブ化する場合は [Up]、アクティブ化しない場合は [Down]
を選択します。

Administrative Status

LAGに含まれるポートのリンクステータスの変化を通知する SNMPトラップの生
成を有効にするには、このフィールドを選択します。

Link Status SNMP
Traps

ポートを [Up]状態にする時間範囲を有効にする場合に [Enable]をオンにします。
時間範囲がアクティブでない場合、ポートがシャットダウンします。時間範囲が設

Time Range

定されている場合、ポートが管理者によって [UP]状態になっている場合のみ有効
です。

時間範囲を指定するプロファイルを選択します。時間範囲がまだ定義されていない

場合は、[Edit]をクリックして時間範囲を設定します。
Time Range Name

LAGが現在アクティブ化されているかどうかが表示されます。Operational Status

時間範囲が現在アクティブか非アクティブかが表示されます。Operational Time
Range State

LAGでの自動ネゴシエーションを有効または無効にします。自動ネゴシエーショ
ンは、2つのリンクパートナー間のプロトコルで、LAGが伝送速度をパートナーに

Administrative Auto
Negotiation

アドバタイズすることを可能にします。自動ネゴシエーションを集約リンクの両側
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説明オプション

で有効に保つか、両側で無効に保つことをお勧めします（リンク速度が同一である

ことを確認します）。

LAG内のポートの速度を表示します。Administrative Speed

すべてのLAG速度と両方のデュプレックスモードを有効にするには、[MaxCapability]
をオンにします。LAGによってアドバタイズされる機能を選択します。次のオプ
ションがあります。

Administrative
Advertisement

LAGで [Flow Control]を [Enable]または [Disable]に設定します。Administrative Flow
Control

自動ネゴシエーション設定が表示されます。Operational Auto
Negotiation

LAGの現在の速度が表示されます。Operational LAG
Speed

管理アドバタイズメントのステータスが表示されます。LAGは、ネゴシエーショ
ンプロセスを開始するネイバーにLAGの機能をアドバタイズします。[Administrative
Advertisement]フィールドで指定された値を使用できます。

Operational
Advertisement

現在のフロー制御の設定が表示されます。Operational Flow
Control

ステップ 4 [Apply]をクリックします。実行コンフィギュレーションファイルが更新されます。

LACP
動的LAGではLACPが有効になっており、LACPは、LAGで定義されているすべての候補ポー
トで実行されます。LACPシステムの優先順位と LACPポートの優先順位はいずれも、8つを
超える候補ポートで設定される動的 LAGで、どの候補ポートがアクティブなメンバーポート
になるかを決定するために使用されます。

[LACP]ページを使用して、LAGの候補ポートを設定し、ポートごとに LACPパラメータを設
定します。すべての要因が等しく、アクティブポートの許容最大数（8）よりも多くの候補ポー
トでLAGが設定されている場合、デバイスは、最高の優先順位を持つデバイスの動的LAGか
らアクティブなポートを選択します。

LACPの設定は、動的 LAGのメンバーではないポートには無関係です。（注）

LACP設定を定義するには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 [Port Management] > [Link Aggregation] > [LACP]をクリックします。

ステップ 2 必要に応じて [LACP System Priority]を編集し、[Apply]をクリックします。

ステップ 3 既存のポートを編集するには、ポートを選択し、[Edit]をクリックします。

ステップ 4 [Edit LACP Settings]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

• [Port]：タイムアウト値とプライオリティを設定するポートの番号を選択します。

• [LACP Port Priority]：このポートの LACPプライオリティを入力します。

• [LACP Timeout]：連続的な LACP PDUの送信と受信の時間間隔。明示的な LACPタイムアウト設定に
応じて [Long]または [Short]伝送速度で実行される、LACP PDUの定期的な伝送を選択します。

ステップ 5 [Apply]をクリックします。実行コンフィギュレーションファイルが更新されます。

UDLD
UDLDは、単方向リンクを有効にするため、光ファイバまたはツイストペアイーサネットケー
ブルを介して接続されたデバイスを有効にするレイヤ2プロトコルです。隣接するデバイスが
送信したトラフィックをローカルデバイスが受信するにもかかわらず、ローカルデバイスか

ら送信されたトラフィックをネイバーが受信しない場合には、常に単一方向リンクが発生しま

す。

UDLDの目的は、ネイバーがローカルデバイスからのトラフィックを受信しないポート（単
方向リンク）を検出して、そのようなポートをシャットダウンすることです。

プロトコルが単方向リンクを正しく検出するには、接続されているすべてのデバイスでUDLD
をサポートする必要があります。ローカルデバイスのみが UDLDをサポートしている場合、
このデバイスがリンクのステータスを検出することはできません。この状況では、リンクのス

テータスは未定義に設定されます。ユーザーは、[未定]の状態のポートをシャットダウンする
かどうかを設定できます。

UDLDグローバル設定
[Fiber Port UDLD Default State]は、光ファイバポートのみに適用されます。

[Message Time]フィールドは、銅線ポートと光ファイバポートの両方に適用されます。

UDLDをグローバルに設定するには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 [Port Management] > [UDLD] > [UDLD Global Settings]の順にクリックします。

ステップ 2 次のフィールドに入力します。

• [MessageTime]：UDLDメッセージを送信する間隔を入力します。このフィールドは、光ファイバポー
トと銅線ポートの両方に関係します。

• [Fiber Port UDLDDefault State]：このフィールドは、光ファイバポートのみに関係します。表示される
可能性のある状態は、次のとおりです。

• [Disabled]：デバイスのすべてのポートで UDLDが無効になっています。

• [Normal]：リンクが単一方向の場合、デバイスはインターフェイスをシャットダウンします。リ
ンクが未定義の場合、通知が発行されます。

• [Aggressive]：リンクが単一方向の場合、デバイスがインターフェイスをシャットダウンします。
リンクが双方向の場合は、UDLD情報がタイムアウトした後、デバイスがシャットダウンします。
ポートの状態は未定義としてマーキングされます。

ステップ 3 [Apply]をクリックし、実行コンフィギュレーションファイルに設定を保存します。

UDLDインターフェイス設定
特定のポートのUDLD状態を変更するには、[UDLD Interface Settings]ページを使用します。こ
こでは、銅線ポートまたは光ファイバポートでの状態を設定できます。特定の値のセットを1
つ以上のポートにコピーするには、1つのポートの値を設定し、[Copy]ボタンを使用して他の
ポートにコピーします。

インターフェイスの UDLDを設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Port Management] > [UDLD] > [UDLD Interface Settings]の順にクリックします。

UDLDが有効になっているすべてのポートまたは選択したポートグループの情報が表示されます。

• [Interface]：ドロップダウンリストからインターフェイスを選択します。

• [UDLD State]：次の状態のいずれかが表示されます。

• [Default]：ポートは、[Fiber Port UDLD Default State]の値に設定されます。

• [Disabled]：デバイスのすべてのポートで UDLDが無効になっています。
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• [Normal]：リンクが単一方向であることが検出されると、デバイスはインターフェイスをシャッ
トダウンします。リンクが未定義の場合、通知が発行されます。

• [Aggressive]：リンクが単一方向の場合、デバイスがインターフェイスをシャットダウンします。
リンクが双方向の場合は、UDLD情報がタイムアウトした後、デバイスがシャットダウンします。
ポートの状態は未定義としてマーキングされます。

• [Bidirectional State]：次の状態のいずれかが表示されます。

• [Detection]：ポートの最新の UDLD状態を決定するプロセスが進行中です。最後の検出（もしあ
れば）から期限切れ時間が経過していないか、UDLDがポートで実行し始めたところで、その状
態が未検出である状態。

• [Bidirectional]：ローカルデバイスが送信したトラフィックはネイバーが受信し、ネイバーから送
信されたトラフィックはローカルデバイスが受信します。

• [Undetermined]：UDLDメッセージを受信していないか、UDLDメッセージにローカルデバイス
IDが含まれていないために、ポートと接続ポートとの間のリンク状態が検出できていない状態。

• [Disabled]（デフォルト）：このポートの UDLDは無効になっています。

• [Shutdown]：接続デバイスとのリンクがアグレッシブモードで未定義であるため、ポートがシャッ
トダウンされています。

• [Idle]：ポートはアイドル状態になっています。

• [Number of Neighbors]：検出された接続デバイスのネイバーの数。

ステップ 2 特定のポートにおける UDLDの状態を変更するには、これを選択して [Edit]をクリックします。

ステップ 3 UDLDの状態の値を変更します。

ステップ 4 [Apply]をクリックし、実行コンフィギュレーションファイルに設定を保存します。

UDLDネイバー
ローカルデバイスに接続されたすべてのデバイスを表示するには、[PortManagement] > [UDLD]
> [UDLD Neighbors]をクリックします。

表示されるフィールドをフィルタリングするには、[Filter]にチェックマークを付け、[Interface
Name equals to]に値を入力して [Go]をクリックします。

UDLDが有効なすべてのポートに、次のフィールドが表示されます。

• [Interface Name]：UDLDが有効なローカルポートの名前。

• [Neighbor Information]：

• [Device ID]：リモートデバイスの ID。

• [Device MAC]：リモートデバイスのMACアドレス。
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• [Device Name]：リモートデバイスの名前。

• [Port ID]：リモートポートの名前。

• [State]：ローカルポートにおけるローカルデバイスと隣接デバイス間のリンクの状態。以
下の値を指定できます。

• [Detection]：ポートの最新の UDLD状態を決定するプロセスが進行中です。最後の決
定（あれば）以降、またはUDLDがポートで実行を開始して以降、まだ有効期限は過
ぎていないため、状態はまだ決定されていません。

• [Bidirectional]：ローカルデバイスが送信したトラフィックはネイバーが受信し、ネイ
バーから送信されたトラフィックはローカルデバイスが受信します。

• [Undetermined]：ポートとその接続されたポート間のリンクの状態を決定できません。
これは、UDLDメッセージが受信されていないか、UDLDメッセージにローカルデ
バイス IDが含まれていないことが理由です。

• [Disabled]：このポートの UDLDは無効になっています。

• [Shutdown]：接続デバイスとのリンクがアグレッシブモードで未定義であるため、
ポートがシャットダウンされています。

• [Neighbor Expiration Time (Sec.)]：デバイスがポートのUDLDステータスを判別しようとす
るまでに経過する時間が表示されます。これは [Message Time]の 3倍の時間です。

• [Neighbor Message Time (Sec.)]：UDLDメッセージ間の時間が表示されます。

PoE
PoEデバイスとは、ネットワークトラフィックの中断、物理ネットワークの更新、またはネッ
トワークインフラストラクチャの変更を行うことなく、既存のカッパーケーブルを介して、接

続先の AFAIK PD（受電装置）に電力を供給する給電側機器（PSE）です。

PoEには次の機能があります。

•有線 LAN上のすべてのデバイスに 110/220 V AC電力を供給する必要がなくなります

•企業内で二重ケーブルシステムを導入する必要がなくなり、設置コストが大幅に削減され
ます。Power over Ethernetは、イーサネット LANに接続する比較的低消費電力のデバイス
を導入するエンタープライズネットワークで使用できます。これらのデバイスは、IPフォ
ン、ワイヤレスアクセスポイント、IPゲートウェイ、音声およびビデオリモートモニタ
リングデバイスなどです。

PoEは次の各段階で実装されます。

•検出：カッパーケーブルに特殊パルスを送信します。PoEデバイスがもう一方の端にある
場合、そのデバイスは前述のパルスに応答します。
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•分類：検出ステージの後、給電装置（PSE）と受電装置（PD）間でネゴシエーションが開
始します。ネゴシエーションの間に、PDは、PDの最大消費電力量を示すクラスを指定し
ます。

•電力消費：分類段階が完了すると、PSEは PDに電力を供給します。PDが PoEをサポー
トしているものの、分類を実行していない場合、この PDはクラス 0（最大値）と見なさ
れます。PDが標準規格によって許容される範囲を超えて電力を消費しようとすると、PSE
は、ポートへの電力供給を停止します。PoEは次の 2つのモードをサポートします。

• [Port Limit]：デバイスが供給に同意する最大電力は、分類の結果に関係なく、システ
ム管理者の設定値に制限されます。

• [Class PowerLimit]デバイスが供給に同意する最大電力は、分類段階の結果によって決
定されます。これは、クライアントからの要求に従って設定されることを意味しま

す。

PoEユニットは、PoEネットワークと外部電源のみに同時に接続しないでください。警告

プロパティ

この項は、PoEをサポートするデバイスのみに関係します。（注）

[PoE Properties]ページでは、[Port Limit]または [Class Limit] PoEモードのいずれかを選択した
り、生成されるPoEトラップを指定したりすることができますこれらの設定は事前に入力され
ます。PDが実際に接続されて電力が消費されるときに、許容される最大電力よりもかなり小
さい電力が消費される場合があります。電源投入時のリブート、初期化、およびシステム設定

中、出力電力は停止し、PDの損傷が回避されます。

デバイスで PoEを設定したり、現在の電力使用をモニタしたりするには、次の手順に従いま
す。

手順

ステップ 1 [Port Management] > [PoE] > [Properties]の順にクリックします。

ステップ 2 次のフィールドに値を入力します。

• [Power Mode]：次のいずれかのオプションを選択します。

• [ClassLimit]：ポートごとの最大電力制限は、分類段階で決まるデバイスのクラスによって決定さ
れます。

• [Port Limit]：ポートごとの最大電力制限は、ユーザによって設定されます。
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（注）

[Port Limit]から [Class Limit]に変更する場合、またはその逆の場合、PoEポートを無効にし、電
源設定を変更した後でポートを有効にします。

• [Traps]：トラップを有効にするには、[Enable]をオンにします。トラップが有効な場合、SNMPを有効
にし、少なくとも 1つの SNMP通知の受信者を設定する必要があります。

• [Power Trap Threshold]：消費量しきい値を電力制限割合で入力します。電力がこの値を超えると、ア
ラームが生成されます。

デバイスの次の PoE電源情報が表示されます。

• [Nominal Power]：接続されているすべての PDにデバイスが供給できる電力量の合計。

• [Allocated power]：PoEポートに現在割り当てられている電力量。割り当て済み電力は、各 PoE
ポートに割り当てられた電力を合計して計算されます。ポートが CDPまたは LLDPを使用して
PDとの電力割り当てをネゴシエートした場合、ポートの電力割り当ては CDPまたは LLDPネゴ
シエーションの結果に基づきます。ポートがCDPまたは LLDPを使用した電力割り当てのネゴシ
エートを行わなかった場合、ポートに割り当てられる電力は PDの消費電力と等しくなります。

• [Available Power]：公称電力から消費電力量を引いた値。

（注）

• LLDPネゴシエーションに基づく電力割り当ては、ネゴシエートされた電力値よりも高くなる場
合があります。

• CDPネゴシエーションに基づく電力割り当ては、ネゴシエートされた電力値と等しくなります。

•ポートごとに割り当てられる電力（消費電力値と異なる場合）は、PoE設定表の「電力」列の括
弧内に表示されます。

• [Software Version]：PoEチップのソフトウェアバージョンが表示されます。

• [PSE Chipset & Hardware Revision]：PoEチップセット番号とハードウェアリビジョン番号。

ステップ 3 [Apply]をクリックして、PoEプロパティを保存します。

PoEの設定
永続的な PoE機能（Always On PoEとも呼ばれます）は、スイッチのステータスに対する PoE
動作の依存性を最小限に抑えます。この機能が導入される前は、再起動や致命的なエラーなど

のスイッチ操作で中断が発生すると、デバイスが回復を完了するまで、PoE動作も中断されま
した。

永続的なPoEを使用すると、reloadコマンドまたはGUIの再起動機能によって実行されるよう
なウォームリブートでは、現在の状態での PoEの動作が中断されることはありません。
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[PoE Settings]には、インターフェイスで PoEを有効にするためのシステム情報が表示されま
す。PoEモードがポート制限の場合は、ポートごとの電力使用量と最大電力制限が監視されま
す。ポートでの消費電力がポート制限を超えると、ポートの電力がオフになります。PoE設定
を指定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Port Management] > [PoE] > [Settings]をクリックします。

ステップ 2 ポートを選択して [Edit]をクリックします。

ステップ 3 次のフィールドに値を入力します。

（注）

ポートには、PoEの関連情報が表示されます。これらのフィールドは、次のフィールドを除いて [Edit]ペー
ジで説明されています。

• [Administrative Power Allocation (mW)]：割り当て可能な電力量を入力します。

• [Operational Status]：PoEが現在ポート上でアクティブかどうかが表示されます。

• [PoE Standard]：60W PoEや 802.3 AT PoEなど、サポートされる PoEのタイプが表示されます。

• [Interface]：設定するポートを選択します。

• [Administrative Status]：ポートで PoEを有効または無効にします。

• [Time Range]：ポートでの PoEを有効にする場合に選択します。

• [Time Range Name]：[Time Range]が有効な場合、使用する時間範囲を選択します。[Time Range]ペー
ジに移動するには、[Edit]をクリックします。

• [Priority Level]：低、高、または重要から、ポートの優先順位を選択します。電力供給が少ない場合に
使用します。たとえば、電源が 99%の使用率で実行され、ポート 1の優先順位付けが高、ポート 3の
優先順位付けが低に設定されている場合、ポート 1は電力を供給され、ポート 3は供給を拒否されま
す。

• [Class]：デバイスの最大電力レベルを示す、デバイスのクラスが表示されます。

• [Max Power Allocation]：このフィールドは、[PoE Properties]ページで設定されている電力モードが
[PowerLimit]である場合にのみ表示されます。このポートで許可されている最大電力量を表示します。

• [Negotiated Power]：デバイスに割り当てられた電力。

（注）

CDPまたは LLDPネゴシエーションを介してデバイスに電力が割り当てられると、ワット値と一緒に
「期限切れ」の警告が表示される場合があります。スイッチが受電デバイスからのネゴシエーション

パケットの受信を停止すると、ポートは期限切れ状態になります。この場合、ポートは、このデバイ

スから受信した最新のネゴシエーションパケットに基づいて電力を供給します。デバイスがネゴシエー

ションパケットを再送信すると、ポートの期限切れ状態が終了し、新しいパケットの情報に基づいて

電力を適用します。
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• [Power Negotiation Protocol]：ネゴシエートされる電力を決定するプロトコル。

• [Power Consumption]：[Settings]（クラス制限）で割り当てられたミリワット単位の電力量を表示しま
す。

ステップ 4 [Apply]をクリックします。ポートの PoE設定は、実行コンフィギュレーションファイルに書き込まれま
す。

PoE設定 -クラス制限

[PoE Settings (Class Limit)]ページには、システムの PoE情報が表示され、インターフェイス上
で PoEを有効にしたり、現在の電力消費量や最大電力制限をポートごとに監視したりできま
す。

PoEは、特定の期間、デバイスで設定できます。この機能を使用すると、ポートごとに、PoE
が有効になっている曜日と時間を定義できます。時間範囲がアクティブではないと、PoEは無
効になります。

（注）

このページでは、接続された PDのクラスに基づいてポートあたりの電力を制限します。これ
らの設定をアクティブにするには、システムが [PoEClassLimit]モードである必要があります。
このモードは、PoEのプロパティ（15ページ）で設定します。ポートでの消費電力がクラス
制限を超えると、ポートの電力がオフになります。

PoEのクラス制限を設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Port Management] > [PoE] > [Settings]（クラス制限）をクリックします。

ポートには、PoEの関連情報が表示されます。これらのフィールドは、次のフィールドを除いて [Edit]ペー
ジで説明されています。

• [PoE Standard]：60W PoEや 802.3 AT PoEなど、サポートされる PoEのタイプが表示されます。

• [Operational Status]：PoEが現在ポート上でアクティブかどうかが表示されます。

ステップ 2 ポートを選択して [Edit]をクリックします。

ステップ 3 次のフィールドに値を入力します。

• [Interface]：設定するポートを選択します。

• [Administrative Status]：有効にするにはチェックボックスをオンにします。

• [Time Range]：ポートで有効になっている PoEを選択します。
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• [Time Range Name]：[Time Range]が有効な場合、使用する時間範囲を選択します。[Time Range]ペー
ジに移動するには、[Edit]をクリックします。

• [Priority Level]：低、高、または重要から、ポートの優先順位を選択します。電力供給が少ない場合に
使用します。たとえば、電源が 99%の使用率で実行され、ポート 1の優先順位付けが高、ポート 3の
優先順位付けが低に設定されている場合、ポート 1は電力を供給され、ポート 3は供給を拒否されま
す。

• [Class] :デバイスの最大電力レベルを示す、デバイスのクラスが表示されます。

デバイスポートで供給される最大電力クラス

15.4ワットまたは 30.0ワット0

4.0ワット1

7.0ワット2

15.4ワット3

30.0ワット4

• [Max Power Allocation]：このフィールドは、[PoE Properties]ページで設定されている電力モードが
[PowerLimit]である場合にのみ表示されます。このポートで許可されている最大電力量を表示します。

• [Negotiated Power]：デバイスに割り当てられた電力。

• [Power Negotiation Protocol]：ネゴシエートされる電力を決定するプロトコル。

• [Power Consumption]：[Settings]（クラス制限）で割り当てられたミリワット単位の電力量を表示しま
す。

ステップ 4 [Apply]をクリックします。ポートの PoE設定は、実行コンフィギュレーションファイルに書き込まれま
す。

PoE統計情報
PoE消費量の測定値は、1分ごとに取得されます。日次統計情報、週次統計情報、および月次
統計情報は、リブートしても消えないようにフラッシュメモリに保存されます。サンプルの

ポート/デバイスごとの平均 PoE消費量は「一定期間におけるすべての PoE消費量測定値の合
計/サンプリング期間（分単位）」で算出されます。

デバイス上の PoE消費傾向を表示して、表示用の設定を定義するには、次の手順を実行しま
す。
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手順

ステップ 1 [Port Management] > [PoE] > [Statistics]をクリックします。

ステップ 2 [Interface]を選択します。

ステップ 3 [Refreshed Rate]を選択します。

ステップ 4 次のフィールドが選択したインターフェイスに表示されます。

消費履歴

• [Average Consumption over Last Hour]：過去 1時間の全 PoE消費量測定値の平均。

• [Average Consumption over Last Day]：過去 1日の全 PoE消費量測定値の平均。

• [Average Consumption over Last Week]過去 1週間の全 PoE消費量測定値の平均。

PoEイベントカウンタ

• [Overload Counter]：過負荷状態の検出回数。

• [Denied Counter]：拒否状態の検出回数。

• [Absent Counter]：不在状態の検出回数。

• [Invalid Signature Counter]：無効署名状態の検出回数。

ステップ 5 [Clear Event Counters]をクリックして、イベントカウンタをクリアします。

ステップ 6 [ViewAll InterfacesStatistics]をクリックして、すべてのインターフェイスに関する統計情報を表形式で表示
します。

ステップ 7 [View Interface History Graph]をクリックして、インターフェイス履歴グラフを表示します。

ステップ 8 データをリフレッシュするには、[Refresh]をクリックします。

グリーンイーサネット
グリーンイーサネットは、環境に配慮し、デバイスの電力消費を削減するための一連の機能の

通称です。

グリーンイーサネット機能は、次の方法で全体的な電力使用を削減します。

•エネルギー検出モード：非アクティブリンク上のポートは非アクティブモードに移行しま
す。これにより、ポートの管理ステータスを [Up]にしたまま電力を節約することができ
ます。このモードからフル動作モードへの回復が早く、透過的で、フレームの損失が発生

しません。このモードはデフォルトではディセーブルになっています。

•ショートリーチモード：短いケーブルで電力が削減されます。ケーブル長が分析された
後、さまざまなケーブル長での電力使用が調整されます。10ギガビットポートに接続され
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るケーブルが 30 m未満で、他のタイプのポートに接続されるケーブルが 50 m未満の場
合、ケーブルでのフレームの送信にデバイスが使用する電力が減るため、エネルギーを節

約できます。このモードは、RJ-45ポートでのみ使用できます。コンボポートでは使用で
きません。このモードはデフォルトではディセーブルになっています。

前述のグリーンイーサネット機能に加えて、スイッチでは 802.3az Energy-Efficient Ethernet
（EEE）もサポートします。EEEは、ポートでトラフィックがないときの電力消費を削減しま
す。EEEはデフォルトでグローバルに有効になっています。

電力削減、現在の電力消費および累積削減エネルギーを監視できます。削減されたエネルギー

量の合計は、グリーンイーサネットモードで実行されていなかった場合に物理インターフェ

イスで消費されたであろう電力に対するパーセンテージと見なすことができます。表示される

削減されたエネルギーは、グリーンイーサネットのみに関連付けられます。EEEによって削
減された電力量は表示されません。

プロパティ

[Properties]ページでは、デバイスのグリーンイーサネットモードを表示して有効にすること
ができます。現在の省電力の状態も表示されます。

GreenEthernetおよびEnergy-Efficient Ethernet（EEE）を有効にして電力節約量を表示するには、
次のようにします。

手順

ステップ 1 [Port Management] > [Green Ethernet] > [Properties]をクリックします。

ステップ 2 以下のフィールドに値を設定します。

• [Energy Detect Mode]：このモードを有効にする場合は、このチェックボックスをオンにします。

• [Short Reach]：この機能を有効にする場合は、このチェックボックスをオンにします。

• [Port LEDs]：選択すると、ポートの LEDが有効になります。無効になっている場合、リンクステータ
ス、アクティビティなどは表示されません。

• [802.3 Energy-Efficient Ethernet (EEE)]：EEEモードをグローバルに有効または無効にします。802.3az
EEEは、リンクのトラフィックが流れていないときに電力を削減するように設計されています。グリー
ンイーサネットでは、ポートが停止すると電力が削減されます。802.3az EEEでは、ポートが稼働状
態でもトラフィックがない場合に電力が削減されます。

（注）

Green Ethernetインターフェイスでは、802.3 EEEは 100 Mbps以上のリンク速度でサポートされていま
す。10Gインターフェイスでは、802.3 EEEは 1 Gbps以上のリンク速度でサポートされています。

ステップ 3 [Reset Energy Saving Counter]：累積削減エネルギーの情報をリセットします。
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ステップ 4 [Apply]をクリックします。グリーンイーサネットプロパティは、実行コンフィギュレーションファイル
に書き込まれます。

ポート設定

[Port Settings]には、ポートごとの現在のグリーンイーサネットモードおよび EEEモードが表
示され、[Edit Port Setting]ページでポート上のグリーンイーサネットを設定できるようにしま
す。ポートでグリーンイーサネットモードを使用するには、プロパティ（21ページ）で対応
するモードをグローバルに有効にしておく必要があります。

EEEは、ポートが自動ネゴシエーションに設定されている場合にのみ機能します。例外とし
て、自動ネゴシエーションが無効になっているものの、ポートが 1 GB以上の場合、EEEは動
作を継続します。

ポートごとにグリーンイーサネットの設定を定義するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Port Management] > [Green Ethernet] > [Port Settings]をクリックします。

[Port Settings]ページには、以下の項目が表示されます。

• [Global Parameter Status]：次の情報が表示されます。

• [Energy Detect Mode]：このモードが有効であるかどうか。

• [Short Reach Mode]：このモードが有効であるかどうか。

• [802.3 Energy Efficient Ethernet (EEE) Mode]：このモードが有効であるかどうか。

ポートごとに、次のフィールドが説明されます。

（注）

一部のフィールドは、いくつかの SKUに関して表示されない場合があります。

• [Port]：ポート番号。

• [Energy Detect]：エネルギー検出機能に関するポートの状態。

• [Administrative]：エネルギー検出が有効かどうかが表示されます。

• [Operational]：エネルギー検出がローカルポートで現在動作しているかどうかが表示されます。こ
れは、有効化されたかどうか（管理ステータス）、ローカルポートで有効化されたかどうか、お

よびローカルポートで稼働状態にあるかどうかを示す機能です。

• [Reason]：エネルギー検出が有効にされているのに動作していない理由が表示されます。

• [Short Reach]：短距離機能に関するポートの状態。
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• [Administrative]：短距離機能が有効かどうかが表示されます。

• [Operational]：短距離機能がローカルポートで現在動作しているかどうかが表示されます。これ
は、有効化されたかどうか（管理ステータス）、ローカルポートで有効化されたかどうか、およ

びローカルポートで稼働状態にあるかどうかを示す機能です。

• [Reason]：短距離機能が有効にされているのに動作していない理由が表示されます。

• [Cable Length]：ケーブルの長さ。

• [802.3 Energy Efficient Ethernet (EEE)]：EEE機能に関するポートの状態です。

• [Administrative]：EEEが有効だったかどうかが表示されます。

• [Operational]：EEEがローカルポートで現在動作しているかどうかが表示されます。これは、有
効化されたかどうか（管理ステータス）、ローカルポートで有効化されたかどうか、およびロー

カルポートで稼働状態にあるかどうかを示す機能です。

• [LLDP Administrative]：LLDP経由の EEEカウンタのアドバタイズが有効であったかどうかが表
示されます。

• [LLDPOperational]：LLDP経由の EEEカウンタのアドバタイズが現在動作しているかどうかが表
示されます。

• [EEE Support on Remote]：EEEがリンクパラメーターでサポートされているかどうかが表示され
ます。EEEは、ローカルとリモート両方のリンクパートナーでサポートされている必要がありま
す。

ステップ 2 ポートを選択して [Edit]をクリックします。

ステップ 3 インターフェイスを選択し、各オプションの [Enable]をオンにして、ポートで使用できるオプションを構
成します。

ステップ 4 [Apply]をクリックします。グリーンイーサネットのポート設定は、実行コンフィギュレーションファイ
ルに書き込まれます。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


